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１．まとめ 

題記、３Ｍ社空気抜け粘着シート特許群を分析して得られた、３Ｍ社の特許出願／権利化手続の

特徴について、「結論」と「その根拠となる典型的な事例」を、以下に示す。 

 

 

【結論】 

特に「分割出願」を多用し、広い範囲の権利化を「貪欲に、繰り返し試みる」ことが、３M 社の一連

の特許出願および権利化手続における特徴であると、我々は結論づけた。 

以下、4項目に分け特徴を整理した。 

 

１） 分割を前提とした、原出願の請求項と実施例構成 

原出願で、極端に広く、かつ、多種のパラメータを含みうる曖昧な概念を、請求項としている。目

的は後述の「分割出願」であることは明らか。また、原出願では実施例の数とパラメータ／数値が

多い。これも、分割出願を見越した上での対応。 

⇒できるだけさまざまな拒絶をもらい、対応する時間と機会を増やしながら、重複的かつ広く 

権利化していく。 

⇒分割を前提にした場合の「請求項の作り方」は、拒絶をもらうためのものになる。 

＊ 参照事例１）「原出願の請求項と実施例」 

 

２） 分割出願で観点を変える 

分割出願の際に、「パラメータの種類」「粘着剤、ライナー、製造法のいずれを対象にするか」を 

原出願から変更している。 

⇒拒絶理由に対して、当該出願内容を単純に限定（減縮）し権利化を図るのではなく、 

分割出願により、審査官の指摘を迂回できる権利取得を狙う。 

⇒分割して作成した特許群「全体」を利用して、欲しい権利を仕上げる。 

⇒「包帯禁反言」対策としても有効。拒絶理由に反論せず、別出願で対応することで、 

限定的に解釈される要因となる追加情報を出さずに、権利化を進められる。 

＊ 参照事例２）「①、②、③各出願に対する拒絶理由通知と分割の、時期と内容」 
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３） 分割で権利範囲を広げる 

あるパラメータについて、ある数値範囲で権利確定した後に、「さらに広い数値範囲」の権利化 

可能性を追及している。 

⇒モノから製造法へ変える等の手法との組み合わせで、貪欲に権利を取り続ける。 

⇒「後続企業へ脅威を与える」効果も有り。 

＊ 参照事例３）「③成立特許の権利範囲と、④⑤出願の補正内容」 

 

４） 「言葉／パラメータの定義の曖昧さ」を利用 

上記一連の手法は、特に化学に多い「パラメータ特許」と組み合わせることにより、絶大な効果を

発揮する。 

⇒どんな言葉であろうが、広い権利範囲が取れればよい、という割り切り。 

⇒言葉を変え、貪欲に権利を追及する。また、そのための準備が初期の出願明細書。 

⇒パラメータはいくらでも定義でき、技術的範囲が曖昧である。 

⇒技術的範囲があいまいな特許は、権利安定性に問題があるが、脅威を与えるには十分。 

＊ 参照事例４）「ランド部の面積⇔接触面積、など同じ実体に対して多様な表現／パラメータを 

  設定し、それらを駆使して、分割出願と請求項の補正を繰り返す」 

 

 

 

２．詳細 

以下に、「１．まとめ」にて抽出した特徴に関する、具体的な事例を抜粋して紹介する。 

なお、今回分析した「A群特許」は、具体的には以下の通りである。 

 

 

●「A群」特許のリスト 

原出願 特願平 10-529967 「剥離ライナー」（1997.06.03出願）からの分割特許群を、A群とした。 

※ A群の代理人は、石田敦 他（青和特許事務所） 

 

表 1 

原出願 １世代 ２世代 

①特願平 10-529967 

②特願 2002-190700 

無し ③特願 2005-287707 

登録 4459148 

④特願 2008-196850 ⑤特願 2012-204761 

（IPDL分割情報より、弊社作成） 
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【ご参考情報】 

✔ 本資料は、米国スリーエム社（以下、３M）の「空気抜け粘着シート」に関する特許群を 

分析した資料の抜粋版です。 

 

✔ 本資料の完全版（電子ファイル）を入手されたい方は、弊社宛ご連絡ください。 

連絡は、こちらのお問い合わせ窓口、または、メールアドレス（info[at]techno-producer.com：

[at]を@に変更ください）まで。 

 

✔ 本資料の完全版（電子ファイル）は、以下の資料を含みます。 

①  本分析レポート完全版 PDF（全 34ページ） 

②  弊社で作成した、各分割特許群の時系列マップのエクセルファイル 

 （公報 URL リンク入り） 

③  レポート（①）で取りあげた特許出願についての意見書、および、手続補正書の 

 ワードファイル 

 

✔ 本資料の完全版は、例えば、以下のような用途でご利用いただくことを想定しております。 

「３Mの特許出願戦略に学びたい」 

「３Mのような手ごわい特許、特に、巧妙なパラメータ特許で自社製品を守りたい」 

「強い特許、手ごわい特許の作り方の例として参考にしたい」 

「拒絶対応戦略、および、分割出願戦略の参考にしたい」 

 

上記のような目的の「社内勉強会」での、題材としてのご利用を推奨します。 

 

✔ 本レポートをもとに、各補正の内容、および、拒絶理由通知への対応を読み解きながら、 

公報を一つ一つ丁寧に読まれることをお勧めします。じっくり味わうことで、手ごわい特許の 

出願法、取得法が分かります 

 

✔ 本資料の完全版（電子ファイル）は、121,000円（税込）での販売になります。 

 

✔ 本レポートで取りあげた特許の一部を以下の講座で取りあげ、権利化手法を解説しています。 

   e発明塾「本質から学ぶ特許概論」 

 

✔ 本レポートの内容に基づいた動画セミナーを、販売しています。 

   発明塾®動画セミナー「障害特許網の突破事例紹介」 
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https://z113.secure.ne.jp/~z113014/contact/?_ga=2.145271604.1807975805.1527224299-2129486339.1520497283
https://e-hatsumeijuku.smktg.jp/public/seminar/view/23
https://e-hatsumeijuku.techno-producer.com/douga-toppa

